
 

                
 

３年連続！学童保育所の待機児童“ゼロ”を達成 

～安全安心な居場所づくりの推進～ 
 

令和６年（２０２４年）４月時点での本市の学童保育所の待機児童が、令和４年  

（２０２２年）から３年連続で “ゼロ”になる見通しです。 

本市では、学校施設の活用や町会・自治会館の借用など、待機児童の解消に向けた取

り組みを行っています。引き続き、待機児童ゼロを維持し、児童の安全安心な居場所づ

くりを進めていきます。 
 

１ 学童保育所の在籍児童数及び待機児童数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

２ 令和６年度（２０２４年度）待機児童ゼロに向けた取り組み 

 小学校内への移転に伴う定員の拡充（２か所） 

 小学校の特別教室等を保育場所として活用（１８校） 

 地域の町会・自治会館を借用し、定員を拡充（２か所） 

 

  

本市の学童保育事業の指定管理者である社会福祉協議会が、独自の事業とし

て早朝保育を試行実施します。 

 期 間 令和６年（２０２４年）４月１日から４月６日まで 

 対 象 市内１０か所の学童保育所 

 保育時間 朝７時３０分から８時００分まで 

※ 朝８時００分から８時３０分までの延長保育は、全学童保

育所で実施中。 

 

＜問い合わせ＞  

生涯学習スポーツ部放課後児童支援課長 倉田 電話０４２－６２０－７２４６ 

TOPICS 

令和６年（２０２４年）３月２２日  プレスリリース 
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早朝保育を試行実施 


